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古 人々 営 紡 歴史 育 わ 町内部 そ 杖衝坂

や采女城跡 多く 史跡・遺跡 さ い

伝え 郷土史や歴史冊子 残さ い そ 多く 神社仏 中

心 戸時代以前 事柄 ほ 明治以降 事蹟 取 上

多くあ せ  

 

明治以降 いう近代 視点 地域 見直 内部 意外 多く

遺蹟・遺物 残 い 気 付 そ 多く 段見慣

色 中 気 い そ そ あ 百数十年 いう短い時間

そ今 残 い 遺跡 や 消滅 時 中 埋 ゆく

運命 あ  

 

明治・大正・昭和 時代 う 人々 生活 支え 内部 発展 貢献

遺跡 光 あ 広く さ 知 い 後世 伝え う

べ町 博物館 独自 時代 遺跡 中 9件 選 内部 近代

歴史遺産 名前 付 冊子  

 

冊子 内部 歴史 心 寄せ 故郷 愛 気持 育 一助

願 い  
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１．今なお恩恵を受ける・・・横井井堰および顕彰碑 

概
要 

戸時代 内部川 作 曽 田 灌水 大工 あ 場所 形

変え 今 残 込ま 水 大地 穿 く 水路 流 今 曽

田 潤 い 地区 住民 蹟 称え 石碑 建 毎年記念祭 行 い  

説明 

戸時代 内部川 水 利用 い 曽

田 干害 悩まさ い 当時 主 谷新

郎 北 松 地 流 川 水 曽

村一ノ縄 地 内部川 合流 い

水 曽 地 引く 企  

 

水田 あ 水利 巡 利 複雑 強固

あ う 采女村 働 嘆願・

説得 意 得 時 代官 申 出 許 得

間多く 困難 あ 屈 く

手 尽く 業 推 進 労苦 職 い 跡 い 河村源十郎 村人

共 内部川 作 水路 掘 修 保 年 い 完竣 水 く 至

井 地 設 井 井井 び 水路 井川 以後 曽 沖

田 水 い 間 情 次ページ 碑文 参照  

 

大正８年 曽村 山本九 郎及び区長

発起人 米田 地 土地 寄付 大治

田・六呂見・川尻各村 賛 得 先人 行

偉業 後世 伝え 顕彰 碑 井川沿い 建

立 そ 遺徳 偲 当初 役員 交代 毎

月 日 燈明 い そ 後 役員総代

年 回 祭礼 現在 ゴールデンウィ

ーク明 日曜日 許曽神社 い 谷氏子孫

自治会役員・組長 農業委員 参列 記念祭 行

わ い  

地区 農家組合 中心 年 回井 水

大治田ま 班 分 川浚い 保全 努

ほ 鯉 放流 行 い ま 自治会 国土交通

省 定 水利使用規制 基 い 水量 測定

毎年 月 国土交通省 告 い  

井 水 地域 人 守 曽 田 今 そ 恩恵 い  

横井井堰 いて 小古曽町郷土史 四日市市合併７０周 記念誌 と う べ歴史覚書 詳 い  

同 場所 コンクリート 堰と て残る横井井堰 

顕彰碑 

井川 

井井  
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あ う鉄 線路近く 井川沿い 建 い 顕彰碑 表面 工 成 遂

人 先人 村人 称え い 碑文 全 字 旧字体且 篆書体 漢文 縦書 書

い 意訳 語体 書 改 誤 あ べ 編者 責任  

跡鑿
サク

横 川碑 県知 正 位勲四等長 幹篆
テン ク

石碑 部 篆字 彫 た 字  

県 郡 古曽村 内部川 北 位置 田

百 あ 大地 坦 一望遮 見渡

地 肥沃 あ 害 あ たび 水 求

四方 手 尽 いた 延享 碑文 延享

1744 1747 こ 主 勤 い

た 谷新 郎 こ こ 心 痛 考え 巡

い 内部川 池川 堰 横 川 穿
ウ

水 灌漑 供 こ 企 至 た  

采女村 関係 こ 采女村 村役人 村民 説得 うや

そ 許諾 得 代官 申 出 工 許 得た 村人 組織 い 工

百出 難 屈 こ 策 練 知恵 絞 推 進 た 労苦たた そ 職

辞 こ た 代わ 河村源十郎 主 溝 掘 進 道路 修理 た さ

大治田 六呂見 村 横 川 利用 関 協議 灌漑 飲料 供 こ

た 保末 保 183画～1844 工 完成 こ 害 被害 こう こ

無 た 稲 豊 実 豊作 喜び 腹 満た こ べ こ 人 力

あ  

村人 そ 恩恵 う 古曽 米田 地 石碑 建 氏 功績 遺そう 計 抱

い いた い 氏 跡 刻 祀
ツ

時 来 余 碑文 依頼 あ た 余 古曽

村 戸長 職 あ そ 跡 詳 承知 いたこ こ 業 賛 承諾 た  

以 こ 心 銘 曰  

川 堰 水 引  溝 開 田 灌  

餘 潺湲
ン ン

(水 流 さ 游
ア

用 流 意  

規畫
ク

(企 こ 愆
アヤ リ

無  偉
イ

績(偉大 功績 顯赫
ン ク

(あ  

利澤
リ ク

( 豐全
ホウ ン

  

民心 弗諼
ワ レ

(弗 不 義  貞珉
テイ ン

(美 ・正 い心 永 傳   

君 霊爽
レイ ウ

(死者 た い  儼
ン

然
ン

在
シ

為   

横 之水  芳
ンバ

萬 流  

大正八 四月廿日    

前 郡日永村長勲七等吉村正敏撰 撰 詩文 こ  

洞津
う

 (津 こ  市川進書丹 書丹 石 書 こ  

 

 

以前 約 』0ｍ南 あ たが 

成 22 現在地 移設  
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２．鈴鹿を目指した幻の未成線・・・内部線延線跡 

概
要 

内部線 当初 計画 内部川を渡

鈴鹿を目指し いた そ 一部 内部駅

内部川堤防ま 敷 いた線路跡

今も残っ い  
場
所 

 

説明 

 

内部線 大 元 八王子－日永間 開業 た三 軌 鈴鹿支線 計画さ

大 日永－内部間 開業 た  

 

こ 鈴鹿支線 当初計画

内部 南西方面 更 路線を延

長 鈴鹿山 巡見街 面

伊船 深伊沢村・現鈴鹿市 到

あ た 途中 采女・ 松・下

大久保・和無田 駅 配置さ 終点

伊船駅 貨物 積 下 ー や

機関車・客車 車庫 並ぶター ナ

いた  

 

 

こ た 路線 内部駅 先 内部川堤防 敷設さ いた 昭和７ 発行

地図 こ 路線 記さ い  

 

内部川以遠 事 用地

買収 思う う 進 いこ や

旅客収入 伸び悩 計画 進

展 何度 事竣 期限 延

長を行 た い 大 ４

鉄 敷設免許 失効 た  

そ 後こ 堤防路線 内部川

砂利採 線 使用さ いた

昭和４ 前後 撤去

さ た  

 

路線跡 今 線路敷や水

路を渡 護岸壁 残 往時を

い  

 

 

内部川以南 路線計画図 何案か計画さ たも 一部  

原図 いわゆ 青写真 図 白黒反転したも  

昭和７年 1932 発行 地図 
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線路跡 

位置図・写真 

 

 

 

 

 

 

      

国 号 歩 橋 見

南へ向 線路跡 伸び

い  

線路敷 写真 手 へ伸

び い 水路を渡 護岸壁  

く水路を渡 護岸壁  

写真 手 先 宅地

い 線路跡 ここ  

内部線の歴史 
明治   軽便鉄 法制定・・・四日市鉄 ・三 軌 ・ 勢軽便鉄 乗  
大 元    三 軌  日永ー四郷 後 八王子 延伸 開業  

コッ 社 蒸気機関車使用 
大 ～大  日永～南浜田～諏訪～四日市 順次開業 
大    三 鉄 改称 
大    日永～南日永～泊～追分～ 古曽～内部 開通 内部線 歴 スタート  
大    鈴鹿延伸計画失効 
昭和   ガソ ン気動車 入 
昭和  内部線電 八王子線 昭和  
昭和  三 交通 改称・ 古曽駅廃 戦後 復活  
昭和  三 交通 鉄 部門 三 電気鉄 改称 
昭和  近畿日本鉄 移管 

成  四日市あ う鉄 スタート 

内部線 未成線について 以 本に詳しく記さ てい  

新視点 重県 歴 2013年2月 重県 編さ グ ー 山川出版社  

近鉄 廃線 歩く 懐想 廃止路線 40 踏査探訪 2006 年 徳田耕一 JTB パ シング  

開業時 蒸気機関車 コ ペ
社製 13 ン 15 馬力 客車

定員 50 人 ボギー式 さ 自転
車に負けたともいわ てい  

図面によ  
線路幅 2’‐6”＝762ｍｍ 
車体高 7’‐7＋1/32”＝2,312mm 
車体幅 4’‐7＋29/32”＝1,344mm 

(’ ー ‐” ンチ) 
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３．河川敷に取り残された・・・東海道旧内部橋橋台跡 

概
要 

古くよ 東西交通の大動脈 あった

東海道が内部川を渡 旧内部橋橋

台の石組みが 現在の橋の上流 右

岸側に残っ い  

場
所 

 

説明 

古代 東西交通 大動脈 あ 東海道 渡

内部川 江戸時代長 間 ｍ 土橋

架 い 橋 幅 間 . m 本立 橋杭

組 構造 そ 様子 広重 浮世絵 も描

い  

東海道 明治 入 国道 号線と名 け

昭和 曲 く 小古

曽 並 通 内部川 渡 橋も木造 あ

昭和 以前 国道 号線 東

京～伊勢間 あ 追分 大阪間 国道 号線

呼 い 現在 路線番号 呼 う

昭和 以降 あ  

 

そ 旧内部橋 現在 橋 上流 ｍあ 元

仏壇屋 佛愛 前 内部出張所 向

架 い  

当時 東海道 杖衝坂 け あ 急勾配

昭和 坂 西側 道 く

昭和坂 いわ し し小古曽 采女 並

迂回す イ ス し 追分 昭和坂 間 新

道 通し 内部川 コンクリート 橋

架け 昭和

け あ  

 

そ 後し く 旧内部橋も使わ

昭和 代 台風 流 復旧

い し そ 後川

幅 拡幅 橋台 石組

成 今も川 河

川敷 残 い  

 

昭和 17 年 1重42 完成の東海道内部橋 木橋

南詰 小古曽方面を望む。 

木橋時代の東海道旧内部橋の橋台 

広 画佐 喜版狂歌入東海道五十三次 

内部橋か 杖衝坂へ向かう旅人の画 
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出張所傍 櫓

見 新内部橋  

橋長 m 幅員

. ｍし く

後 架け替え

 

そ 後 内部橋 

 

 

 

 
 

昭和 コンクリート製新内部橋工事

中 写真  

遠く 見え 橋 木造 旧内部橋  

右岸側 建 い 大 建物 当時 四日

市市役所内部出張所 旧内部村役場  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 月 木造橋 後継 し  

新しく完成し コンクリート製内部橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

木造 旧内部橋 見 完成し  

新内部橋  

 

 

昭和 四日市市都市計 図

木造 コンクリート製 新旧 橋 描 い

 

 

現在 内部橋 

昭和 け 片側車線

新しく架け替え  

そ 後 成 耐震化工事 渋滞解消

及び安全対策 し 右折 車線設置 歩道

拡幅工事 行わ  
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４．戦後市上水道に引 継 れた海軍燃料廠山の手配水池 

概
要 

第 海軍燃料廠 水道施設 あ 山 手配水池 戦後四日市市 引 継 内部を

市南部 水道 水源 っ 当時 深井戸 接合井 呼 集合

タン 送水 配管敷 跡 直線道路 今 残っ い  

説明 

昭和 当時 海軍省 塩浜地区

第 海軍燃料廠を建設 航空燃料 製造を開始

場 多 用水を必要 市内 日

永 小 曽 河原田 大 及び 郡楠町 現四日

市市楠町 各地 水道施設を作っ 給水  

小 曽町地内 愛宕山標高 ｍ 中 設置

山 手配水池 容量 ㎥ 給水能力

日 , ㎥を持 昭和 完成  

水源 あ 深井戸 小 曽 本 采女 本

掘 汲 水 現在 泉町公園 あっ

集合タン 接合井 送 そ ンプ

山 配水池 送っ 配水池 自然流

場へ送水  

当時 内部村 っ 水道

施設 建設 突然 話 あっ

海軍省 方針 そ 従

わ を得 っ う 小

曽町郷土史 記 い  

終戦後 水道 充を進

い 四日市市 昭和

国 山 手配水池 無償貸

与を受 小 曽町を

皮切 内部地区へ 給水

っ 住民 意向を考慮 い

戦時 業 あっ 戦後

地元住民 生活向 大 寄与  

そ 後 伏流水 豊富 内部川流域 水源開発調査 結果 新 井戸 掘 配水池

貯水槽 増設 山 手配水池 市南部地域 水道 点 要 地位を占

至っ い  

を経 最近 残っ い 山 手配水池 旧貯水槽

成 撤去 残 関連施設 深井戸 深

井戸 接合井 あっ 泉町公園 田や畑や町を切 裂い

敷設 管路敷跡 直線道路 あ  

 土地の人の思い出 
接合井 敷地 立派 門
あ 番小屋 建ってい

タンク 半分地 埋め
地 1ｍく い出て

い そ 赤瓦 屋根
葺 ていて って遊ん
こと あ  

日永配水池 

山 手配水池 

接合井 

塩
浜
地
区
燃
料
廠

へ 

戦後つくられた実測図 部分  
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小 曽東 丁目 号井 現在 小 曽町自治
会 管理 渇水時 運転 あ  

管路敷跡 福島鉄 ハン 間 m
幅 空 地 っ い そ 先 道路

っ 泉町公園を目指 い  

小 曽東 丁目 号井跡 井戸 痕跡
い 手福島鉄 北 あ アコ 無人店
舗 っ い 北 ハン駐車場  

号井 っ 北へ 内部川を渡
っ 小藪 向う道路  

今 残 海軍燃料廠時代 水道施設 
  

  

 

 

 

 

 

 

前 山 手配水池 手前 横 屋根
燃料廠時代 旧配水池 成 撤去 新
貯水槽 建設 い  

山 手配水池 

. × . × ｍ コン ート製タン
半埋設 あっ 馬力 ンプ 基
径 ｍｍ鋳鉄管 山 手配水池へ送っ  

接合井跡 泉町公園  

号井 北西へ 元 中日ハウジン セ
ンターを横切 内部線を っ 山中胃

科病院横を っ 泉町公園へ向 う  

２号井 管路敷 

号井 管路敷 

   1 号井ポンプ小屋 
    土地の人の思い出 
昭和 24 5年の話 当時内部
小 4年生のこ ウ ン 音
し い の 入 み
ポンプ 回 い その

下 グリス 山 い
取 帰 メンコ 塗
丁度良い重さ 湿
仲間う の勝負 大い

勝 見 ば叱
こ う  

号井 管路敷 

 

采女町中部 青木神社東 あ 号井
小屋 中央 黒い門 井戸 深

ｍ 径 ｍｍ 石綿セ ント管
接合井 送水 現在 休止中  
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  ５．治水の記憶 今に伝える・・・内部川旧堤防跡 

概
要 

内部川 過去に何度も洪水に見舞わ 堤

防が決壊した歴史があ 県道 407 号線沿

い 古市場 天王さん 社 東に 大正年

代 推定 内部川旧堤防 跡が一部残って

い  

場
所 

 

説明 

内部 古 堤防 決壊や橋 流失 繰 返し 治水

大 課題 あった 四日市市 大 間 起こっ

た 回 決壊や洪水 様子 記録さ い  

大 内部 決壊 際古市場 家屋 流さ

た 伝え い そ 当時 堤防跡 古市場 一

部残っ い 県 号線沿い 天王さ 社 東 畑

あ 土手 そ 前後 連 竹林 そ 現在 国 地

っ い   

 昭和 米軍 航空写真 こ 堤防跡 林 黒い筋 っ 写っ い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 27 1952 米軍の航空写真 

成 28 2016 Yahoo 航空写真 

堤防跡 

内部小学校 

普段竹林と ってい 県道
沿い 堤防跡 数年ごと
竹を伐 と姿を見せ  

県道 407 号線沿い  
そ 残 堤防跡 

 

天王さ  

 



内部の近代歴史遺産 ５・・・・・明治・大正・昭和の時代を経て遺された歴史の足跡 

10 

 

内部 洪水 記録 

永 七  

貝家町 品寺 料 永 七 七 十四日古市場真観寺遷杖衝坂 あ  

古市場 内部 蛇行す あ 何回 氾濫 繰 返さ た土地 あ こ

永 七 こ 地 あった真観寺 水 被害 い坂 移した い

わ い  

四日市市立図書館集録 泗水 No 岡本孝行 故郷 伝統 訪 弘法 井戸・大日 井戸 抜粋  

寛政 大風雨  

松 甲斐守様領分勢 重郡小古曽村 松 甲斐守様領分 大和郡山藩  

往還通並木根返 風折 本  潰家大破家共 六軒 

松 甲斐守様領分勢 重郡采女村 

往還通並木根返 風折 十 本 潰家大破家共 十軒 

 四日市 語 第 十 集 ページ 内容 四日市市 昭和 版 抜粋した   

大 台風  

重郡塩浜村 内部 堤防 決壊し 礒津 い 家屋流出 戸・浸水 戸 被害 出

た 市 巻 ページ 資料番号  

大 集中豪雨  

左岸堤防決壊 小古曽村人総動員 対応 流出区域 僅少 被害 程度 不幸

中 幸い あった 小古曽町郷土 ページ  

大 集中豪雨  

前 決壊場所 崩壊 流 沖田一面 広 被害 甚大 あった  

小古曽町郷土 ページ  

大  

 洪水 襲わ た内部 写真 写真 記 い → 

四日市市 巻 ～ ページ  

大 台風  

内部 堤防 決壊し省線四日市・河原田両駅間 鉄 線路

破壊し 汽車不通 尻方面 床 浸水 戸 村民

避難 た 堤防欠潰 間 山崩 た 内部村 家屋一戸倒潰 浸水家屋 戸

位 村小学校 浸水危険 た 消防隊青 会員 出動 防水 務 た  

伊勢新聞 市 巻 ページ 資料番号  

昭和 集中豪雨  

 市内 橋 流失 河 損壊 カ所 壊 た 路 カ所  

内部 前 橋 矢矧橋 新田橋 流失  

六 町地内 m わたっ 堤防 決壊 前 橋付近 堤防 え 危険 状態

った 市 巻 ページ 資料番号  

昭和   台風  号  

日永地区 天白 決壊 内部地区 人以 体育館 避難 

市 巻 ページ 資料番号  

昭和    集中豪雨  四日市市 死者行方不明 

  者  日雨量 mm 時間雨量 . mm 記録的豪雨  

内部地区 北小松前 橋 小松橋 流失 新田橋 流地

点 所 岸 決壊し小古曽町新田 田畑 水没した

采女地内 水流 押し寄せ 倉 家 浸水し 国 乗

越え 一 縄 堤防 決壊し 双方 押し寄せた 流 水

嵩 増し新田 家々 浸水し 一時 床 m し

た  小古曽町郷土 ページ  

 

写真 四日市市史よ  
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６．地元の寄進 建 られた・・・旧内部学校跡 

概
要 

内部小学校 創立以来 場所 度 名前

度変わ 変遷を経て現在 地にあ  

明治 年 創立 年間 今

地 西に約 ｍ 当時 采女村字大

日 地にあった 跡地 畑に変わってい

今も石垣 残 往時をし せてい

 

場
所 

 

説明 

 

部小学校 創立 明治 年 月 日三重郡 女村字大日 設立さ た人民共

立学校 始 そ 地 あ た寺子屋を学校 したも あ た しい 記録 あ  

明治 年 学制発 をうけ 順次設立さ い た四日 域 学校 中 も

番目 早い創立 あ た 番目 明治 年 月小山田小学校 前身 堂 山小学校  明治

年 教員・生徒数 教員 生徒男子 女子 記録 残 当時 場所

定 い  

 

明治 年 地 北小松村ほ

カ村 そ く 女・貝家・波木 土地 畝

歩 ㎡ 寄進 金百貮圓

寄付を受け 校舎 棟 建設さ 部学

校 称した 部小学校沿革史 明治

年 地元 こ 行為 対し 当時 三重県

令 知事 賞状 恩賜 品 木杯 下さ

い  

 

そ 後 明治 年 部簡易科授業所 明治 年 部尋常小学

校 明治 年 高 科を併設し 部尋常高 小学校 称した こ 当時 学校

跡 石垣 古 場 旧道 建 常夜灯角 南 入 た畑地 残 い  

 

部学校 そ 後 変遷を 明治 年 現在 地 女町花 木 校舎を

新築し 移 た そ 後大正 年 青年訓練実施実業補習学校 昭和 年

三重県公立青年学校 昭和 年 部村国民学校 改称さ い 昭和 年

四日 部村 合併 立 戦後昭和 年 部小学校

改称さ 現在 至 い  

 

明治 年 年間 大日 あ た旧 部学校 所在地 い 部地区

民センター 地籍図 も記録 あ 土地 校舎 建築費 寄進証書も残 い  

 

内部学校跡 石垣 
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部小学校 沿革 
明治 年 月 日 人民共立小学校 三重朝明郡 女村字大日 
明治 年 月   教員 人 生徒男 人 女 人 明治 年 月 日調  
明治 年 月   校舎新築 部学校 改称 別資料 昭和 年  
明治 年 月   部簡易授業 改称 
明治 年     部尋常小学校 改称・生徒数  
明治 年   大字小古曽を加え 一村一校 し校舎を増築 
明治 年 月   高 科を併置 部尋常高 小学校 改称 学級数 職員数 生徒数  
明治 43 年 3 月   現在 位置 采女村字花 木に校舎を新築 
大正 15年 6 月   青年訓練所発 と共に青年訓練実施実業補習学校と改称 
昭和 10年 7 月   三重県公立青年学校と改称 
昭和 16年 4 月   三重県三重郡内部村国民学校と改称 
昭和 18年 9 月   制実施 四日 に合併 につ 四日 立内部国民学校と校名変更 
昭和 22 年 5 月   学制改革 6・3 制実施  

    校名 四日 立内部小学校と改称・児童数 630 人 
昭和 32年 4 月   南小松町 四日 に合併。児童 86 名 転入学。 
昭和 42 年   校舎鉄筋 3 階新築 
昭和 49 年 2 月 2 日 創立 100 周年記念式典 
昭和 59 年   四日 立内部東小学校 分離 
  

三
重
県
伊
勢
国
三
重
郡
北
小
松
村 

人
民

一
同 

そ
の
村
ほ
か
三
か
村
よ
り
明
治 

十
八
年
九
月

部
学
校
へ 

敷
地
八
畝
十
二
歩
家
屋 

一
棟
寄
付
候
段
奇
特
に
附
き 

そ
の
賞
と
し
て
木
杯

一
個
下
賜
候

こ
と 

明
治
十
八
年
十
二
月
十
二
日 

三
重
県
令
従

位
勲
四

 

石

邦
猷

 

い
し
い
く
に
み
ち

 

  

三
重
県
伊
勢
国
三
重
郡
北
小
松
村 

人
民

一
同 

明
治
十
八
年
九
月

部 

学
校
建
築
費
と
し
て 

金
百
貮

 

寄
付
候
段
奇
特
に
附
き
そ
の 

賞
と
し
て
木
杯

一
個
下
賜
候
こ
と 

明
治
十
八
年
十
二
月
十
二
日 

三
重
県
令
従

位
勲
四

 

石

邦
猷

 

い
し
い
く
に
み
ち

 

 

明治 7 年 9  

当時の内部尋常小学校の卒業写真 

 

字大日時期 
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７．行商人の道しるべ・・・服部泰次郎道標 

概

要 

大正時代 行商 身 起 米穀商 成功 た実業家 行商 時 迷 苦労

た経験 村々 建 た石 標  

説明 

自動車 発 路 張 巡 さ 路標識 整備さ い 現在 い 戦前

幹線 路 外 た村落 行商人や旅人 分 く た  

郡小杉村 明治 年 カ村 合併 村

た 出身 行商 身 起 県 屈指 米穀商

た服部泰次郎 安政元年＜ ＞生 大正八

年 行商 いた頃 分 く 苦労

た経験 役所 願い出 勢地方 標

設置 進 た 歩く以外 交通手段 た当

時 い荷物 担い 回 行商 迷う

たい 労苦 あ た う 郡内 カ村

全部 標 建 目標 そ 数 基 た いう  

秦次郎 標 集落 立 そ 多く 隣 集落 筋 示 地名 刻

い 集落 住 人々 日常往来 い 間 遠来 人 教え 目的 旅人

案内 大変喜 た  

標 千種村 石 たち 朝明石 刻 作 た 運搬 いえ 荷車 た時代

一柱 ～ Ｋ 標 現地 運 建 ゆく作業 たい あ た う 秦次郎 標

建立 大体出来 た大正 年 月 日 歳 永 た  

内部地区 彼 建 た 標 小古曽 所 采女 カ所残 い 小松 カ所

あ た 近年不明 い １ cm 高さ約 cm 荒削 花崗岩 半 土 埋

い 行 先 名前 風 い 何 判読  

 

采女 田 ぼ 通 道 建つ道標 
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服部泰次郎氏 生立ち 

・安政元年 郡小杉村 現四日市市小杉町 誕生 少年時代 近隣 寺 寺子屋 学ぶ  

・ .・ 歳頃 家業 半農半商や製茶業 手伝い 農繁期 小間物や雑 担い 近郊近在 行商  

・ 歳頃 米穀商 営 菰 関取米 四日市港 横浜港 送 伊勢米 路拡大 尽力  

・日清 日露戦争 時 軍用米 扱い た米国 輸出 図 県 屈指 米穀商 た  

・大正 年 病臥 伏 念願 あ た 標建立 郡役所 申 出 年 経

郡内 カ村 千余体 建立  

・大正 年 標完成 見 歳 逝去 

内部 標詳細 
 

 

服部泰次郎 標 小古曽  
東海 小古曽町内 二度直角 曲
角 あ  
表示 西面  追分  

南面 右 大治田  
 

服部泰次郎 標 小古曽  
 西約 ｍ 中ほ あ  

表示 東面  河原田  
面 右 采女  

 

 

服部泰次郎 標 采女 
采女町 西 広 畑地 中 古市場
南小松 通 農 西側 あ  
表示 面 西 南小松  

東面 南 神戸  

服部泰次郎 標 小松 不明  
前川橋 小松神社 向 う 中間 あ
た 近年家屋改修 際行方不明 た  

表示 表 東 貝家  
裏 西 山田  

南 南小松  
 

 
そ 他 標 貝家町 波木南台調整池東  
表 右四郷村四日市 右側 昭和五年二月
采女區長清水留松・永田甚樵 発起人古市惣太
名前 他 二面 夜 く晝 く云々・・ ほ
興味 文面 あ 判読  

貝家 丘陵地 抜 四郷村 向 う
あ た 標 そ 案内

あ う  

 

服部泰次郎 事蹟 つい 以 も取 い 。 

も がた 第  続・歴史 し  佐々木一 昭和 61 1986  

四日市 礎Ⅱ 60 人 ドラマ そ 横顔  清水 明 成 26 201『  



内部の近代歴史遺産 ８・・・・・明治・大正・昭和の時代を経て遺された歴史の足跡 

15 

 

８．地元住民が独自に設置・運営した内部簡易水道跡 

概
要 

昭和 30 年代 南小松・北小松・貝家・波木地

区 国庫補助を受け 住民 力 独自

に簡易水道を設置 運営した 当時 水源施

設が北小松町に残っ いる  場
所 

 

説明 

南小松・北小松・貝家・波木地区 給水 部簡易水道 歴史 
背  

昭和 海軍燃料廠山 手水源地 完成 小 曽地区・日永地区 軍関係官舎 戸 給

水 い 部地区 般市民へ 上水道 及 戦後 入 あ 四日市市 上水道

第 期拡張計画 国 山 手配水池 無償貸与を受 整備を進 昭和

小 曽 目を皮切 順次国道 号線沿いを中心 上水道 整備 い  

 

動 を受 国道 ～ . ㎞西 位

置 農村地区 性格を強く保 い 北小松・

南小松・貝家・波木地区 住民自 運営

簡易水道を計画 資金を負担 ほ 国 支援

を受 昭和 完成  

時期 敷設 他地区 簡易水道 い

小規模 あ 対 部

簡易水道 ｍ 間隔を置い 位

置 ４ 集落へ 給水を目 四日市市

最初 広域的 簡易水道 あ  

 

給水 規模 

・給水区域：北小松・南小松・貝家・波木 

・給水計画戸数： 戸 

・給水計画人 ： , 人 

・給水量： 人 日 均 ット  

 

水源・水量・水質 

水源 前川橋北詰 ｍほ 西 上

部川 岸堤防近く 北小松地

深 ｍ 鉄筋コンク ート製 浅井戸を設

汲み上 井戸 現 残 い  

 

給水施設 

浅井戸 併設 施設 原水を殺菌処理 北側 台地 標高約 m 設置 容量

ｍ 高架水槽 送 需要者へ給水 配水管 延長 , m あ 台地

あ 高架水槽 今 い  

 

北小松地内に今も残 簡易水道 水源設備  

約 50m 西に 内部水源系第 5号ポンプ所 あ  

内部簡易水道水源施設 当時 写真  

 



内部の近代歴史遺産 ８・・・・・明治・大正・昭和の時代を経て遺された歴史の足跡 

16 

 

費 

・総額： , 万  

・国庫負担： 万  

・地方債： 万  

・地元負担： 万  
 

水道経営 上水道へ 編入 

部簡易水道 運営期間 間 いう短期間 あ 実績 例え 昭和

給水戸数 給水人 , 配水量 , ㎥ あ  

独自 料金体系 運営 い 施設 修理費 都度需要者 負担

い や 上水道 方 料金 割安 住民 上水道 方 利 点 多

う 上水道へ 編入 要望 強く 昭和 四日市市 第 期

拡張 業 市上水道 給水区域 編入  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷設  

昭和 日着  

翌 日竣  

（簡易水道 供用期間  

  采女にも 

住民設置の水道があった 
 

土地 人 話に 采女

地区に い も 昭和 「6・7 年

ろ独自に住民 設置した水

道施設 あった  

采女八幡神社前 西南に

入ったハサミ谷に井戸を掘

そ 春雨川沿いに配管を

敷い 東町・中町・西町 約

50 戸 共同風呂 丸山湯 に

も給水し いた  

中町 春雨川沿いに残 空

地 丸山湯 跡地 あ  
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９ 文化財級の産業遺産 装荷線輪用櫓 

概
要 

年 昭和 年 東京－神戸間に日本

最初 長距離電話通信回線 し 設置さ

た架線用 櫓 南小松 畑 中にあ 三重

県 現時点 か所を確認し い 愛知

県 国 登録有形文化財に指定さ い

 

場
所 

 

説明 

 

電信 時代 電話へ 通信技術

進歩し いっ 初期 音声 減衰

す 長距離通信 限界 あっ

解決し 長距離通話 可能 す 技

術 カ 開発 装荷 ー

真空管中継器方式 あっ  

方式 通話回線 多数 芯線

絶縁し 束 ー 用い 一定

距離 信号 増幅 せ ゆ 波

形 整形す 施設 し 真空管中継器

備え 中継所 設置し 更 中継所間

音声 減衰 防 一定 間

隔 装荷線輪 ロー ン コ いう装置 挿入す いう  

 

装荷 ー 方式 日本 最初 通信回線 年 昭和 年 東京－神戸間

. km 開通し 中継所 約 km 間隔 東京 基準 し 横浜 足柄 江尻 清水 見

附 磐田 豊川 古屋 亀山 膳所 大津 大阪 カ所 設置 う 亀山電話中継

所 日本 最初 電話中継所 っ 大正 年 完成し 設備一式

カ 輸入し 当時最新 あっ  

 

中継所 中継所 間 m ー 間隔 装荷線輪

設置 装荷線輪 置 施設 し 架空線用 建設

鉄筋コン ー 製 櫓 長 mm 幅 mm 四隅 高

約 mm 本 柱 mm 角 配置し 柱 中間約 mm

高 装荷線輪 置 ッ ォー 設 構造 っ い  

 

櫓 内部 南小松町 国道 号北 畑 中 残っ い 他 近 南小松

櫓 直線距離 . km 離 鈴鹿市広瀬町 装荷線輪櫓 そ 更 . ｋｍ あ

亀山市田村町 確認 い  

南小松 中 立 装荷線輪櫓 ① 

 

名倉・追分
にもあった 

年配 人 子
も 頃釆女町名倉
地 市民センター

南 もこ 櫓 立
いた い 間
く いた  

また ここ 北へ約
1.9 ㎞ 日永 追分
もあ た いう  
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装荷線輪櫓  

鈴鹿市広瀬町県道 号沿い 畑 中 あ  

南小松 直線距離 . ㎞ 

装荷線輪櫓  

亀山市田村町県道 号沿い  

広瀬町 . ｋｍ 

 

  

旧豊川電話装荷線輪用櫓 う わ わそう せ う ぐ   

愛知県 

昭和前 -  

鉄筋コンク ト造 面積 ㎡ 基 

愛知県豊川市野口町開津  

登録年 日  

登録 形文化財 建造物  

旧豊川電話中継所の約４ｋｍ西方 建つ 面積 ㎡ 高さ

６ｍ 鉄筋コンク ト造の櫓 当時の逓信省の標準設計 上部 装荷線輪 設置し い

た わ 国最初の長距離市外電話用ケ ブ 施設の希少 現存例 あ  

東京神戸間 長距離電話工事 詳細 い 国会図書館 蔵書検索 見 こ  

東京神戸間長距離電話 ケーブル 工事 概要 昭和 」年 逓信省工務局 」0 ページ 図版 「1 枚  

 

文化庁 ム ジ 文化遺産オン イン  
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＜番外＞公害の空を観測し続けた・・・四日市測候所 

概
要 

て小古曽五丁目愛宕山 山麓 測候所

あ 威容 誇 てい し し急速 技術革新

観測 自動化 進み い 1997

成 9 閉鎖さ 跡地 住宅地 変わ  

四日市 歴史 貴重 足跡 刻 残念

そ 痕跡 全く残 てい い  

場
所 

 

説明 

四日市測候所 設置 四日市公害 大 く関連 い 四日市市 昭和 代 石油 学コ

ンビ ー 進出 新工業都市 急 発展 昭和 第 コンビ ー 稼働

開始 直後 コンビ ー 周辺地域 特 塩浜地区及び磯津地区 く 呼吸器系疾

患 苦 住民 顕著 増え始 四日市市 四日市市公害防 対策委員会 昭和

発足さ 市内 汚染状況 調査 乗 出 こう 中 大気汚染調査 気象観測

測候所開設 機運 高ま  

当時 県内 測候所 津気象 明治 ＜ ＞～現 尾鷲測候所 大 ＜ ＞

～ 亀山測候所 昭和 ＜ ＞～ 測候所 昭和 ＜ ＞～

あ 昭和 開設さ 亀山測候所 庁舎 老朽腐食 甚 く 業務人員 比

狭く業務 支障 生 い こ 四日市市 土地 整地 宿舎 建設 資金 負担 亀山測候

所 四日市 移転 四日市測候所 開設さ こ  

 

昭和 四日市測候所 愛宕山

麓 標高 m 小古曽五丁目 敷地総面

積 , ㎡ 庁舎面積 階 ㎡ 階

㎡ 堂々 威容 完成 こ 宿舎 戸

併設さ い  

当初 定員 名 ス ー 観測業務

時代 変遷 昭和

名 昭和 名 昭和

名 成 名

急 合理 さ い   

こ 間 気象庁 気象衛星 気象 ー ー メ ス観測網 ウ ン プ フ ラー 計測震度計ネッ

ワーク ＩT 技術 取 入 業務 技術革新 進 気温 降水 風向・風 観測業務

い 自動 さ 機器 観測・ 時的 ー 送信 能 こ 成 度以降

測候所 無人 特別地域気象観測所 移行 進  

く 成 四日市測候所 測候所 共 廃 決ま 間 活動

幕 閉 後尾鷲 成 閉鎖さ 県内 測候所 現 津気象

除い 自動観測施設 あ 特別地域気象観測所 い  
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所 地 

高塚 見当山 角点

あ 愛宕山 連 稜線

南端 見晴 良い丘

位置  

小古曽 丁目 番 号 

東経 度 分 

緯 度 分 

気 計 高さ . ｍ 

露場 高さ . ｍ 

  

庁舎 

階 ㎡ 

階 ㎡ 

屋階 ㎡ 

 

こ 他 官舎 戸 ほ 充

室 車庫 ポンプ室 併設さ

い  
 

測候所 跡地 含 国 地

, ㎡ 売 さ 成

宅地 成工 始ま

翌 成 入居

始ま 全 区 高塚 自

治会 加入 い  

 

庁舎 

露場 

官舎 

 四日市測候所 土地の人の思い出                  
登山 志す者 っ 地図 読 天気図 作成し 解
析し 天気 予測す 必須 知識 あ 四日市測候
所 開設 知 四日市山岳協会 所長 願い
し 講 開い も っ  
月 2 回 講 気象概論 始 っ ラジオ気象通報

利用す 天気図 作 方 天気図 読 方 そ 基 く
天気 予測 仕方 教わっ 指定 日時 ラジオ 気
象通報 聞い 天気図 作成し 所長 クチ ー 受

宿題もあっ 所長在任中 2年あ 間 丁寧 指
導 天気図 書 う あ 程 天気 予測 出
来 う っ 初代所長 深く感謝す あ  

 赤い風船の思い出 

昭和 57 年 幼稚園へ子 も 送
迎時 測候所 赤い風船 何

ぶ 東 空へ飛 いく
く見 パイボー 観測

いっ 朝 9時 午後 3時 飛 し
空 風 流 強 向 計

測し 気球観測 四
日市公害 深刻 し 設置

四日市測候所 使命 っ う
あ 風船 へ飛 行っ
う  
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